
きょうのニュース

新
型
コ
ロ
ナ

米
国
の
心
理

学
者
が
唱
え
た

法

則

に

よ

る

と
、
う
わ
さ
が

広
が
る
量
は
内

容
の
重
要
さ
（
ｉ
）
と
あ

い
ま
い
さ
（
ａ
）
を
掛
け

た
積
（
ｉ
×
ａ
）
に
比
例

す
る
。
人
々
に
と
っ
て
関

心
が
高
く
、
か
つ
、
は
っ

き
り
し
な
い
情
報
ほ
ど
拡

散
の
度
合
は
大
き
い
と
さ

れ
る
▼
大
阪
府
の
吉
村
洋

文
知
事
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
、
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド

を
含
む
う
が
い
薬
が
有
効

だ
と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、

関
連
商
品
を
買
い
求
め
る

人
が
急
増
し
た
。
府
内
は

も
と
よ
り
、
県
内
で
も
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
売
り
切

れ
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

た
だ
、
効
果
に
つ
い
て
は

日
本
医
師
会
な
ど
が
疑
問

を
投
げ
掛
け
た
▼
知
事
の

言
葉
な
の
で
「
う
わ
さ
」

と
は
言
え
な
い
が
、
「
ｉ

×
ａ
」
の
法
則
が
当
て
は

ま
る
現

で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が
あ

ふ
れ
る
中
、
安
心
に
つ
な

が
る
情
報
を
世
間
は
求
め

て
い
る
。
影
響
力
の
あ
る

発
信
者
の
声
に
、
一
人
一

人
が
耳
を
澄
ま
す
▼
お
盆

休
み
を
迎
え
る
直
前
、
安

倍
晋
三
首
相
は
、
広
島
で

臨
ん
だ
一
カ
月
半
ぶ
り
の

会
見
で
「
高
齢
者
の
感
染

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。
誰
で
も
心
得
て

い
る
当
た
り
障
り
の
な
い

内
容
だ
っ
た
。
抜
群
の
発

信
力
を
生
か
し
て
浸
透
さ

せ
て
ほ
し
い
の
は
、
国
民

の
不
安
を
和
ら
げ
る
明
確

な
目
標
と
道
筋
な
の
に
。

概況 週間天気は 面
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莱
おくやみ

復
興
税
制
、
県
内

市
町
村
に

ジ
ュ
ニ
ア
記
者
、
只
見
線
取
材

「
経
済
よ
り
健
康
優
先
」

％

休
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協
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で
交
付
金
増
額
を

莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

磐
城
甲
子
園
交
流
試
合
特
集

〜

テレビ・ラジオ番組と解説

地方版・ワイド ・

ふくしまは負けない明日へ

文化・文芸

ひろば

～

新型コロナ
速 報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
国
内
で
亡
く
な
っ
た
人
は
千

人
を
数
え
る
。
多
く
の
場
合
、
最
期
を
み
と
る
こ
と
も
で
き
な
い

ま
ま
最
愛
の
人
を
奪
わ
れ
た
。
都
内
の
五
十
代
男
性
は
父
母
を
相

次
い
で
亡
く
し
、
自
身
と
妻
も
感
染
し
た
。
全
国
で
再
び
感
染
が

広
が
る
中
、
「
誰
も
が
突
然
、
遺
族
や
感
染
者
に
な
り
得
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

東
京
支
社
編
集
主
任
・
斎
藤

直
幸

み
と
る
こ
と
も
で
き
ず

東京の男性

広
告
代
理
店
社
長
の
石
山
陽
一

さ
ん
五
五
は
四
月
九
日
に
父
の
良

雄
さ
ん
八
三
、
同
二
十
二
日
に
母

の
信
子
さ
ん
八
二
を
新
型
コ
ロ
ナ

で
失
っ
た
。

「
ま
さ
に
地
獄
絵
だ
っ
た
。
あ

れ
か
ら
三
カ
月
。
時
が
止
ま
っ
た

よ
う
な
ん
だ
」

良
雄
さ
ん
が
体
調
を
崩
し
た
の

は
四
月
一
日
。
高
級
ク
ラ
ブ
が
軒

を
連
ね
る
東
京
・
銀
座
で
飲
ん
だ

数
日
後
だ
っ
た

高

が
続
き

陽

一
さ
ん
夫
妻
と
同
居
し
て
い
た
自

宅
の
ト
イ
レ
で
立
ち
上
が
れ
な
く

な
っ
た

三
日

四
日
と
救
急
車
を

呼
ん
だ
が
感
染
の
可
能
性
が
高
い

と
し
て
、
搬
送
先
の
病
院
が
二
日

続
け
て
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

二
日
後
の
六
日
、
都
内
の
総
合

病
院
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
そ

の
病
院
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
面
会
は
禁
じ

ら
れ
、
医
師
か
ら
電
話
で
病
状
を

報
告
さ
れ
た
。

自
宅
に
い
た
信
子
さ
ん
も
体
調

を
崩
し
た
。
高

と
せ
き
｜
。
良

雄
さ
ん
と
同
じ
症
状
だ
っ
た
。
部

屋
を
別
々
に
し
て

庭
内
隔
離
を

し
て
い
た
が
感
染
は
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
八
日
、
信
子
さ
ん
も
同

じ
総
合
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

翌
九
日
の
昼
前
、
陽
一
さ
ん
の

携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
良
雄
さ
ん

だ
。
看
護
師
に
頼
ん
で
電
話
を
掛

け
て
も
ら
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
十

分
ぐ
ら
い
話
し
た
だ
ろ
う
か
。
せ

き
込
ん
で
い
て
よ
く
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
が
、
弱
音
を
吐
い
た
こ
と

が
な
い
父
が
息
も
絶
え
絶
え
に

「
苦
し
い
」
と
訴
え
、
「
頼
む
よ
」

と
言
っ
た
の
は
分
か
っ
た
。

こ
れ
が
父
と
の
最
後
の
会
話
に

な
っ
た
。
入
院
か
ら
わ
ず
か
四
日

目
に
逝
っ
た
。

◇

◇

「
火
葬
場
さ
え
知
ら
さ
れ
な
い

ま
ま
、
お
や
じ
は
お
骨
に
な
っ
て

に
帰
っ
て
き
た
」

遺
骨
に
な
っ
た
良
雄
さ
ん
を
自

宅
で
迎
え
た
時
、
す
で
に
陽
一
さ

ん
も
感
染
し
て
い
た
ら
し
か
っ

た
。
数
日
前
か
ら
三
十
九
度
を
超

え
る
高

が
続
い
て
い
た
。
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
陽
性
と
判
明
し
十
四

日
、同
じ
総
合
病
院
に
入
院
し
た
。

信
子
さ
ん
は
血
中
酸
素
濃
度
が

日
ご
と
に
下
が
り
、
酸
素
マ
ス
ク

な
し
で
は
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
。
病
室
で
一
人
き
り
の
信

子
さ
ん
の
容
体
が
心
配
で
、
陽
一

さ
ん
は
「
同
じ
陽
性
患
者
の

族

な
ん
だ
か
ら
」
と
病
院
に
無
理
を

言
っ
て
、同
室
に
し
て
も
ら
っ
た
。

窓
側
の
ベ
ッ
ド
に
力
な
く
横
た

わ
る
信
子
さ
ん
に
、
良
雄
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
と
伝
え
た
。
最
愛
の

夫
に
先
立
た
れ
た
信
子
さ
ん
の

瞳
か
ら
、
涙
が
止
め
ど
な
く
あ
ふ

れ
た
。

◇

◇

陽
一
さ
ん
は
投
与
さ
れ
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
ア
ビ

ガ
ン
が
効
い
た
の
か
、
数
日
後
に

が
下
が
っ
た
。
一
方
、
信
子
さ

ん
は
少
量
の
医
療
用
麻
薬
モ
ル

ヒ
ネ
を
投
与
し
な
い
と
寝
付
け
な

い
ほ
ど
に
肺
炎
が
悪
化
し
て
い
っ

た
。
目
の
前
で
衰
弱
し
て
い
く
母

を
見
て
い
る
の
が
堪
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

医
師
は
病
室
に
備
え
付
け
ら
れ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
問
診
し
、

病
室
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。

不
信
感
を
募
ら
せ
た
陽
一
さ
ん
は

看
護
師
に
医
師
を
呼
ぶ
よ
う
求
め

た
。
姿
を
見
せ
た
担
当
医
は
「
僕

ら
は
限
ら
れ
た
医
療
資
源
な
ん

だ
。
僕
ら
が
倒
れ
た
ら
誰
が
治
す

の
か
」
と
言
い
放
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
父
を
奪
わ
れ
、

母
も
危
う
い
。
治
療
の
切
り
札
と

言
わ
れ
る
人
工
心
肺
装
置
「
Ｅ
Ｃ

Ｍ
Ｏ
（
エ
ク
モ
）
」
は
配
備
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
が
使
わ
れ
な

か
っ
た
。
「
一
体
、
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
」
。
文
句
を
言
っ
た
陽

一
さ
ん
は
二
十
日
、
退
院
し
た
。

「
半
ば
強
制
的
だ
っ
た
。
出
て

行
っ
て
く
れ
る
な
、
と
お
ふ
く
ろ

に
泣
か
れ
た
」

そ
の
二
日
後
、
信
子
さ
ん
は
力

尽
き
た
。

夫
に
先
立
た
れ
、
息
子
も
病
室

を
去
り
、
母
は
ど
れ
ほ
ど
心
細
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と

今
も
胸
が
詰
ま
る
。

莱

面
に
続
く

新型コロナで父母を失った陽一さん 族写真を

手に あれから時が止まったようなんだ と語った

◇
お
こ
と
わ
り

連
載

「
復
興
を
問
う

帰
還
困

難
の
地
」は
休
み
ま
し
た
。

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

２
〜
５
・

〜

・

〜

面
に
関
連
記
事

莱

昭
和
側
で
湧
水

掘
削
遅
れ

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

昭
和
村
と
会
津
美
里
町
を
結
ぶ
四
〇
一
号
国
道
博
士
峠

バ
イ
パ
ス
（
延
長
七
・
五
二
〇
㌔
）
の
整
備
工
事
で
、
主

要
箇
所
の
博
士
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
四
・
五
〇
三
㌔
）
の
掘

削
が
遅
れ
、
県
が
予
定
し
て
い
た
二
〇
二
一
（
令
和
三
）

年
三
月
の
貫
通
は
困
難
な
見
通
し
と
な
っ
た
。
昭
和
村
側

で
湧
水
が
相
次
い
で
い
る
た
め
だ
。
目
標
と
す
る
二
〇
二

〇
年
代
初
頭
の
バ
イ
パ
ス
開
通
時
期
に
も
影
響
す
る
懸
念

が
あ
る
。
整
備
費
の
大
部
分
は
復
興
庁
の
交
付
金
の
た
め
、

工
期
が
延
び
れ
ば
二
〇
二
〇
年
度
末
ま
で
の
復
興
・
創
生

期
間
後
の
財
源
確
保
が
不
透
明
に
な
る
。

郡
山
の

代
男
性
感
染

経
路
不
明

人
濃
厚
接
触

新型コロナ

博
士
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

工
事
は
県
が
二
〇
一
八

（
平
成
三
十
）
年
十
一
月

に
開
始
し
た
。
完
成
す
れ

ば
県
管
理
ト
ン
ネ
ル
と
し

て
最
長
と
な
る
。
昭
和
村
、

会
津
美
里
町
の
両
側
か

ら
掘
削
し
て
い
る
。
六
日

現
在
の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ

く
）
率
は
会
津
美
里
町
側

が

％
に
上
る
一
方
、
昭

和
村
側
は

％
と
遅
れ
て

い
る
。

昭
和
村
側
は
水
分
を
多

く
含
む
軟
弱
な
地
質
が
多

く
を
占
め
る
。
掘
削
時
に

壁
面
か
ら
の
出
水
が
続

発
し
、
排
水
作
業
に
多
く

の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

地
質
の
詳
細
な
状
況
を

事
前
に
把
握
す
る
の
は

困
難
で
、
工
事
箇
所
ご
と

に
排
水
や
崩
落
対
策
な
ど

必
要
な
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
。

バ
イ
パ
ス
は
開
通
す
れ

ば
冬
期
間
で
も
奥
会
津
地

方
と
会
津
若
松
市
の
通
行

が
容
易
と
な
る
。
昭
和
村

役
場
か
ら
会
津
若
松
市
中

心
部
ま
で
の
所
要
時
間

は
、
冬
期
は
約
二
十
五
分
、

雪
の
な
い
時
期
は
約
十
五

分
短
縮
さ
れ
る
見
通
し
。

奥
会
津
地
方
の
関
係
者
か

ら
、
救
急
医
療
や
観
光
振

興
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

バ
イ
パ
ス
整
備
の
総
事

業
費
は
二
百
三
十
七
億

円
。
県
は
県
復
興
計
画
の

重
要
路
線
に
位
置
付
け
、

復
興
庁
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
復
興
枠
を

活
用
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
は
多
額
の
工
事
費
が
か

か
る
た
め
、
県
は
交
付
金

を
充
当
で
き
る
復
興
・
創

生
期
間
内
の
完
了
を
目
指

し
て
い
た
。
二
〇
二
一
年

度
以
降
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
見
通
せ

ず
、
工
期
延
長
に
よ
る
予

算
措
置
を
ど
う
講
じ
る
か

が
課
題
と
な
る
。
県
会
津

若
松
建
設
事
務
所
は
「
国

へ
の
要
望
を
通
し
て
適
切

な
予
算
の
確
保
に
努
め
、

早
期
に
開
通
さ
せ
た
い
」

と
し
て
い
る
。

舟
木
幸
一
昭
和
村
長
は

「
博
士
峠
バ
イ
パ
ス
の
完

成
は
村
民
の
長
年
の
悲
願

だ
。
事
故
な
く
安
全
に
、

一
日
も
早
い
ト
ン
ネ
ル

貫
通
を
期
待
し
た
い
」
と

し
た
。

渡
部
英
敏
会
津
美
里
町

長
は
「
町
民
の
期
待
は
高

ま
っ
て
い
る
。
県
は
ト
ン

ネ
ル
工
事
も
含
め
た
博
士

峠
バ
イ
パ
ス
の
開
通
時
期

を
は
っ
き
り
示
し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
。

郡
山
市
は
八
日
、
市
内

在
住
の
三
十
代
会
社
員
男

性
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
県
内
感
染

者
は
計
九
十
六
人
と
な

っ
た
。

市
に
よ
る
と
、
男
性
は

六
日
に
倦
怠
（
け
ん
た
い
）

感
が
あ
り
、
七
日
に
発

や
関
節
痛
な
ど
の
症
状

が
出
た
た
め
、
帰
国
者
・

接
触
者
外
来
を
受
診
し

た
。
八
日
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
、
陽
性
と
確
認
さ

れ
た
。
軽
症
で
市
内
の

医
療
機
関
に
入
院
し
た
。

感
染
経
路
は
不
明
で
、
県

外
や
海
外
へ
の
移
動
歴
は

な
い
。

男
性
は
郡
山
市
の
会
社

に
勤
務
し
、
四
日
か
ら
六

日
ま
で
出
勤
し
て
い
た
。

市
は

族
三
人
と
、
い
ず

れ
も
市
内
外
に
住
む
勤
務

先
の
十
六
人
、
取
引
先
の

五
人
の
計
二
十
四
人
を
濃

厚
接
触
者
に
認
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
予
定
。

郡山市

代男性 会社員

８月６日 倦怠（けんたい）感（体

温 7度）

７日 発 （体温 0度）、関

節痛、せき、倦怠感

帰国者・接触者外来を受

診、検体採取

８日 ＰＣＲ検査で陽性と判

明。市内の医療機関に

入院

※郡山市の発表に基づき作成

感染者の経過 行動歴
８日
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